
○　本校の概要 令和8年3月6日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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児童アンケート「英語を
使って、あいさつや簡単
な会話ができる。」、保
護者アンケート「学校
は、地域の歴史や特色
を知る教育活動の充実
を図り、地域の力をこど
もたちの教育活動に活
かしている。(登下校中
の見守り、総合的な学
習の時間などについ
て。)」に肯定的な回答

児童アンケート「自分や
友だちのことを大切にし
ている。」、保護者アン
ケート「学校は、優しく
思いやりのある子の育
成に向けた「心の教育」
に力を入れて取り組ん
でいる。」に肯定的な回

答
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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〇理科の授業で物に触ったり操作したり生物の生態について
調べたりすることで体験した満足度が高かった。保護者も児童
の学びを学校外部での発表があったことで意識を高められた。
〇積極的な活動の取組が反映されていると感じた。
〇町会のふれあい祭りに参加してもらい、楽しいイベントを探し
て参加してほしい。
〇理科教育を通して多様な価値観を育むことは子供たちにとっ
て不可欠な力。また、地元商店街との連携は、学びを実社会と
結びつける貴重な機会となっている。学校と地域が支え合う関
係を築いている点も髙く評価できる。
〇地域資源を取り入れた特色ある教育活動をしている。
〇児童が商店街や専門学校と連携する活動は、地元への愛着
にもつながり大切である。地域祭りでの発表も児童にとって大
きな自信につながる。
〇肯定的評価が令和６年度より上昇している。成果が出てい
る。
〇商店街とのコラボなど活躍を聞いており、学校で児童らは良
い経験ができていると感じる。
〇小学校段階では学年に応じて原理を学ばせる。この時期に
根本原理を教え理解させておかないといけない。
〇商店街ももっと活気づけられればと心から思う。

〇児童アンケートでは肯定的な回答とあるが、「慣れ親しませ
自信をもって～」が難しい環境だと分かった。
〇急速なグローバル化の中で英語の環境に適応するのは時間
が掛かる。同時に国内の文化を学ぶという点においても親や地
域関係者がまずは学びを深め、児童に伝えられる工夫が必要
である。
〇英語教育が早くから始められていて、将来が楽しみだ。
〇英語を使って簡単な挨拶ができるようになっていることは、こ
れまでの指導の成果が表れている。郷土の良さを理解すること
は地域の文化を尊重する姿勢にもつながる。エコキャップ回収
活動は、身近で具体的な取り組みを通してSDGｓを考えさせた
ことで「自分にできることは何か」を考え実際に行動に移せたこ
とは児童にとって大きな体験になったと思う。
〇日本の伝統文化を育み国際社会への対応に向けた取り組
みを継続してほしい。
〇１０％未満しか英語が話せない日本人にとって、幼少からの
ALTからネイティブな英語に触れる機会は重要である。
〇英語の会話や挨拶等に慣れ、日常生活の中でもできるよう
になると良い。また、エコキャップ回収活動などからSDGｓを考
える力を深め、それを継続してほしい。
〇英語の授業があった日は、ひろば内でも挨拶や単語を職員
に教えてくれたりお互いに言い合ったりという場面はよく見られ
る。英語教育が楽しく行われている。
〇英語での簡単な会話や地域の伝統文化の説明ができれば、
先々有効である。
〇これから楽しみである。

〇児童は高評価、保護者は８０％に達していない。一人ひとり
の姿を受け止め、生活面・学習面・運動面の育ちを保護者自身
が振り返る機会が必要だと感じた
〇児童と保護者の評価に大きな差がある。学習環境や対人関
係の評価なのか背景を知る必要がある。
〇南六郷中との共有している校庭を大いに活用して小中の連
携を願う。開校40周年記念式典の６年生の合唱、合奏が素晴
らしかった。子どもの健やかな成長が楽しみ。
〇道徳心の育成において、繰り返し実践する機会を設ける。道
徳の時間を中心に日常的に自己肯定感を高めることで日常生
活と結び付けたことで児童が成長したのではと思った。
　ほぼ全員の担任が運動に取り組ませることを達成している。
学校全体が共通理解のもと実践が進められていると思った。
　「早寝・早起き・朝ごはん」の取り組みは、生活カードを活用し
たことで具体的に生活を見直すことができた。
〇「南六小スタンダード」を基本とした目標達成に向けての工夫
が見られる。特に道徳の時間を深めてほしい。
〇様々な児童が一人ひとり大切にされる授業を行っていると感
じる。児童は少し違う環境の友達には、垣根を作る傾向があ
る。学校や家庭で培われた”優しさ”や”思いやり”が活きてくる
と信じている。
〇グローバル化が進む現代、子どもたちの家庭環境は多様化
となっているが、これから成長して未来ある子どもの道徳心の
育成、自己肯定感の向上はとても大事なことである。
〇道徳教育は学校だけではなく、児童の家庭の道徳感にも左
右される。何をしたら相手が傷つくかなど良い人間関係が築く
かを児童には学んでほしい。
〇基本は家庭であるが、複雑な家庭環境の児童へも十分に対
応している。地元との交流を絶やさないことが重要。
〇「早寝・早起き・朝ご飯」は大事な要素かもしれない。

児童アンケート「理科の
授業が楽しい。」、保護
者アンケート「学校は、
地元商店街との連携や
理科教育などの特色あ
る教育活動を行ってい
る。」に肯定的な回答
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児童肯定的評価:81.5%
保護者肯定的評価:86.8%
○理科教育推進や地元商店街との連
携など特色ある教育活動に取り組み、
学校HPなどからも重点的に情報を発
信したことで、児童・保護者の肯定的
評価80％以上を達成することができ
た。次年度も、引き続き情報発信に努
めるとともに、可能な限り保護者の教
育活動への参加・参観の機会を増や
していく。
○本年度よりスタートした大田区独自
教科「おおたの未来づくり」科につい
て、目的や内容を教員が理解するとと
もに、商店街内の古着店や日本工学
院専門学校などとも連携を広げ、研究
成果を12月7日(日)開催の地域祭り
「Gラウンドマルシェ」において発表す
ることができた。
○理科に関する事象や器具、生物な
どの校内掲示や、毎月1～2回朝時間
を使って行う理科博士などを通じて、
理科教育推進拠点校として学習環境
の整備拡充と理科授業力の向上を図
ることができた。

児童肯定的評価:77.1%
保護者肯定的評価:84.5%
●児童アンケート「英語を使って、あい
さつや簡単な会話ができる。」の肯定
的評価が80％に達しなかった。次年度
は、児童に十分に英語の会話に慣れ
親しませ、自信をもって学習に臨むこ
とができるようにしたい。
●我が国や郷土の伝統や文化を学ぶ
学習をさらに推進し、児童が生活して
いる地域に誇りをもち、生涯大切にし
ていく姿勢を育んでいく必要がある。
○11月19日(水)に開催された小中一
貫教育の会においてOGC(おおたグ
ローバルコミュニケーション)のプロジェ
クションマッピングを使用した外国語授
業を実施し、児童が英語に慣れ親しみ
ながら会話をする機会を増やす教材
開発の提案をすることができた。
○エコキャップ回収活動などを通して
SDGsについて児童に考えさせ、自分
にできる活動を行わせていくことがで
きた。
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児童肯定的評価:95.5%
保護者肯定的評価:72.1%
●「南六小スタンダード」を基本とした
基本的生活習慣の確立を図り、学習
時の挨拶や発言のきまりを校内で統
一して児童が落ち着いて学習に臨め
るようにしたが、保護者アンケートの肯
定的評価が80％に達しなかった。次年
度は、道徳科を中心に更なる「心の教
育」の充実を目指していく。
●主体的に運動に取り組ませることに
ついてほぼ全員の学級担任が達成で
きたが、できなかった教員に対しては
指導助言を行っていく。
○「早寝・早起き・朝ごはん」について
学校全体で取り組み、推進週間には
生活カードを配布して生活習慣の確立
を図り、教員の意識が向上するととも
に保護者にも活動を啓発することがで
きた。
○マラソン月間の取り組みを中心に、
運動習慣の確立に向けて学校全体で
取り組んでいくことができた。
○道徳の時間などを中心に、日常的
に児童の自己肯定感や自己有用感を
高めていくことができた。3
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成果
評価

令和７年度　大田区立南六郷小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

〇児童数284名（5月30日現在）　学級数10学級　大田区理科教育推進拠点校
〇学校全体は落ち着いた雰囲気である。
〇校内研究では、「すすんで問題を見付け、解決することができる児童の育成～発問の工夫を通した教員の授業力向上～」というテーマを掲げ、理科を中心として取り組んでいる。
〇全校をあげて「早寝・早起き・朝ごはん」に取り組み、マラソン大会や体育での持久走、長縄跳びの実践を通して、児童の体力向上を目指す。
〇計画的な朝学習や補習指導、日々の授業改善などにより、学習内容の基礎基本の確実な定着と思考力・表現力の育成を図る。
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学校関係者記入欄
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目標に対する成果指標

3

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4
③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

4

Ｄ 0
④六郷地域の歴史や特色を理解させ、地
域社会の一員であることを自覚して生活し
ていく力の育成を図っている。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。
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⑤「南六小スタンダード」を基本とした基本
的生活習慣の確立と、「早寝・早起き・朝ご
はん」の定着を図っている。

4

4

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

4

④理科教育推進拠点校として、理科学習
環境の整備と拡充、理科授業力の向上を
図っている。

4

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

4

4

３：
70%
以上

4

２：
60%
以上

１：
60%
未満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

児童肯定的評価:93.0%
保護者肯定的評価:83.7%
○今年度は児童用タブレットが更新さ
れたが、「オクリンクプラス」を積極的
に授業に取り入れ、タブレットを有効
活用した授業を全教員で実施すること
ができている。
○全校で安全な校内歩行の徹底に努
め、廊下や階段での衝突事故を防止
することができた。
○授業改善や「凡事徹底」について、
教職員の意識は高い。校内OJTのみ
ならず自主的な研修に参加する教員
が多く、このような取組が、授業力向
上や当たり前のことの徹底実施につ
ながっている。
●タブレット端末については、リモート
授業時になくてはならないという利点
がある反面で、家庭で依存しがちに
なったり書くことを億劫がったりするマ
イナス面もある。タブレット使用に関す
るルールの徹底が必要である。
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〇幼児期からスマートフォンやタブレットに関わることが多くな
り、改善点にもあるがルールを安易に受け止めている児童が多
い。時代や環境の変化もあるが、読み書きの力は減っていると
感じる。
〇コロナやインフルエンザ感染症に脅かされて大変な経験をし
たが、強い力をもった子どもたちだと思う。
〇タブレットを効果的に活用し、学習の活動の充実を図り、学習
効果の向上を目指してほしい。タブレットの使用時間や個人情
報の管理など保護者と連携して継続的に指導が必要である。
〇今年度の取り組みを継続し教員のスキルアップを図りなが
ら、タブレットのマイナス面の配慮も必要である。
〇低学年からICTに触れる機会のある児童。手軽さゆえ怖さも
しっかり学んでほしい。
〇①～④までとてもよく取り組んでいるのが分かる。今後も積
み重ねていってもらいたい。
〇ICTの活用を反復練習することで、ICTの利用や正しい利用
が初歩から理解できる。
〇文章にしても書くことは大切なことではないか。

〇高学年になるほど大人への信頼を増えてほしいが、思春期
など今までの環境や経験から低い評価になった。
〇町会の防災訓練へ参加して、社会へのお手伝いを学んでほ
しい。地域の一員として頑張ってほしい。
〇学校HP等で教育活動の様子等が伝わっていた。継続するこ
とで保護者と地域との信頼関係につながる。
　今後も会議資料の精選を通してCSに教職員ひとりひとりが関
わることができる体制づくりに期待。
〇地域、特に町会の人材不足をPTAと連携した地域コミュニ
ティーづくりを希望する。
〇「南六小日記」や「学校だより」、メール等で学校内や児童の
様子が良く分かりました。
〇大人の我々も報（報告）、連（連絡）、相（相談）は大事なコミュ
ニケーションのツール。子どもたちが安心して学校生活を送り、
地域で暮らせるよう今まで以上に学校・家庭・地域が連携し、情
報の共有が大切である。
〇この項目については、今後発展していくであろうと思われる。
今後の活躍に期待するとともに、ひろばでも協力できるところは
協力していく。
〇災害時防災対応で地域やコミュニティーと交わる機会は多く
ある。地域を知るために昔は町のイベントや工場見学もあっ
た。
「SOSの出し方」も学校だけではなく、まずは保護者が児童に伝
えるべきではないか。
〇毎年交通当番で旗振りをしているが、年々子供も少なくなり
元気がないように感じた。

〇教員の欠員は、保護者の受け止めとしては不安要素になる
〇OJTや定期的な報告会は、学校全体の指導力向上の原動
力となっている。全教員が課題をもち授業力向上に取り組めた
ことは評価である。大田区学力効果測定で平均値を上回ること
ができ、指導の効果ができている。
〇働き方改革の中で目標に向けての努力が良く見れる。個別
の教育的配慮を要する児童への対応に一考を要す。
〇児童や保護者のアンケートより８０％以上の評価があること
は素晴らしい。先生方が努力し一人ひとり分かりやすい授業を
行っていると推察される。
〇先生方が専門性を生かして指導し、児童らが楽しそうに勉強
している様子はとても良い。
〇「大田区学力効果測定」の結果より、教育は専門キャリアを
存分に活用している。教職員の在校時期が長期にわたることを
臨む。

児童肯定的評価:87.3%
保護者肯定的評価:80.6%
○授業改善プランを生かした授業の
実施や校内OJT研修、月に1度のOJT
報告会の活用など、教員が研鑽に励
んでいる成果である。
○毎学期の授業観察時に全教員が
課題をもち、年間を通して課題解決に
向けた授業力向上に取り組むことが
できた。
○4年生以上で実施する「大田区学力
効果測定」理科において、第4・5学年
では平均値でそれぞれ都・国を上回
ることができた。
●教員の欠員により、今年度は3～6
年生の6・7月期において算数少人数
指導を実施できなかった。ゆっくり習
熟する児童への手だてが少なかった
ため、理解が十分でない児童が増え
ている現状がある。4

〇学習や生活など目に見えて評価できる目標３の高評価にあ
る”心の育ち”には児童自身不安を抱えているという結果だと感
じる。教員の児童一人ひとりを細かに情報共有し指導していく
姿を日頃感じている分、教員の方々の心身ともに負担が増える
一方だと感じる。
〇運動会を見学した。指導されていて大変良かった。いじめの
件数、全国で小学校61万件、中学校31万件、大変な件数だ。
〇いじめに対して、「自分がされたら嫌」という感覚が実体験と
結び付いていないのでは。体験的・具体的な働きかけが重要。
支援の必要な児童へは組織的な対応が図られていることは安
心安定した学校生活につながっている。
〇学校全体での取り組みを継続していってほしい。
〇南六小の児童は自己肯定感が低いようである。学校の取り
組みを通して、小さな成功体験を積み重ねて自分を好きにな
り、周りを大切にできる児童になってほしい。
〇児童の肯定的評価が８０％未満。次年度は、この評価が上
昇することを期待する。
いじめに対する校内支援体制が整っているため良い取り組み
ができているのではと感じる。
〇児童の発達のはたらきへの教育の悩みは、児童・保護者とも
学校を頼りにしている。
〇自分を大切にする気持ちを基本に、人と交流する機会を設
け、自分だけでなく他人にも思いやりをもてるようになれば、い
じめは減る。
〇開校40周年記念式典に参加して、６年生の児童の眼差しが
気持ちよかった。

児童肯定的評価:76.4%
保護者肯定的評価:82.2%
●児童アンケート「自分にはよいとこ
ろがある。」の肯定的評価が80％に達
しなかった。次年度は、さらに安心して
のびのびと学習できる環境作りを進
め、児童の自己肯定感を高めていくと
ともに、学校生活調査について結果を
出すだけにとどまらず、組織的で具体
的な対応策を考えていく必要がある。
○学校いじめ防止基本方針に基づい
ていじめ発生時の対応マニュアルを
作成し、いじめの事前防止と早期発見
に努め、いじめや不登校に対して教員
一人で抱え込まずに組織的に対応す
ることができている。
○気になる児童に対しては細かに
ケース会議を開催して情報を共有す
るとともに、方針を明確にして学校全
体で個々の児童に合った指導を行う
ことができた。
○特別支援教室巡回指導教員、学校
特別支援員、登校支援員と連絡を密
にしながら、支援の必要な児童への
校内支援体制を整えることができた。
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0

Ｂ 1

１：
60%
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 4

④学校の教育活動についての情報を、学
校HPや学校だよりなどを通じて定期的に
保護者・地域に発信している。

④安全点検を毎月実施し、学校施設にお
ける危険防止と早期発見・対応に努めてい
る。

Ｂ

Ｄ

児童アンケート「学習し
た内容がよくわか
る。」、保護者アンケート
「こどもは、学習した内
容をよく理解できてい
る。」に肯定的な回答

２：
60%
以上

１：
60%
未満

児童アンケート「自分に
はよいところがある。」、
保護者アンケート「学校
は、望ましい学習習慣
や学習態度を身に付け
させる指導を行ってい
る。」に肯定的な回答

４：
80%
以上

１：
60%
未満

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

４：
80%
以上

児童アンケート「タブ
レットを使って、調べ学
習ができる。」、保護者
アンケート「学校は、児
童が健康・安全に過ご
すことができるよう、安
全管理や校内環境の整
備に努めている。」に肯
定的な回答

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：
60%
以上

３：
70%
以上

３：
70%
以上

４：
80%
以上

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

3

２：
60%
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

4

4

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④教職員がそれぞれ課題をもち、年間を
通じて課題解決に向けた授業力向上に取
り組んでいる。

③学習者用タブレット端末や学校図書館を
活用した指導に取り組んでいる。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

④日々の細かな見取りと報告・連絡・相談
により、個々の児童に合った指導と組織的
な支援を行っている。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

4

4

4

4

Ｂ 4

児童アンケート「困った
ことがあったとき、大人
(家の人、先生など)に
相だんすることができ
る。」、保護者アンケート
「学校は、学校だよりや
学校ホームページ等を
通じて情報を提供し、家
庭との連携の強化に努
めている。」に肯定的な
回答

児童肯定的評価:76.4%
保護者肯定的評価:90.7%
●児童アンケートの肯定的評価が
80％に達しなかった。次年度は「SOS
の出し方」の指導を中心とした校内相
談体制の徹底により、児童が困ったと
きに安心して相談できるシステムを構
築したい。
○学校の様々な教育活動について細
かに学校HPなどを通じて保護者・地域
に発信し、周知を図った成果が保護者
評価の高さに表れている。
○校内の情報担当者がホームページ
更新の計画表を作成し、定期的に情
報を発信していくことができた。
○地域教育連絡協議会では資料を作
成して評価に必要な情報を共有した。
次年度からのコミュニティスクールへ
の円滑な移行に向けて、どのような資
料を用いてどのような会議を行ってい
るかを、教員に周知していく。
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